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当セッションの目的

ミッション・クリティカルな環境におけるJavaバッチ設計に必
要な知識の習得

WASのJavaバッチ機能を理解する。
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Agenda

1. バッチ処理とは

2. バッチ機能概要

3. バッチ機能の特徴

まとめ・参考文献
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1. バッチ処理とは
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「batch [名詞] 」の意味

パンなどの焼き物の１回分の焼き分量

１回で作成される物などの量

１回で処理される物や人の集まり

バッチ処理 の定義

“纏まったデータを一度に処理する”こと

データが纏まっていればバッチ処理

なぜ、”纏めて”処理するのか？

即時性を必要としない処理である
即時性は必要としない → ある程度纏まってから処理できる

纏めて処理する必要がある
ある時点にならないとデータが揃わない → 揃ってから纏めて処理する必要がある

データが纏まって到着する（連携される） → 纏めて処理する必要がある

纏めて処理した方が効率が良い
データが発生する都度処理するのは非効率である → 纏めた方が効率的である

バッチ処理とは

WASは、オンラインのWebアプリケーション実行環境として発展してきましたが、ITインフラではオンラ
イン・アプリケーションだけでなくバッチ処理も重要な役割を担っています。このセッションではWASが
提供するバッチ処理機能をご紹介します。

バッチ処理の例

外部イベント契機の非同期・長時間処理

受注を受けて、多数の工程を含む生産計画を作成する（製造業）

工業製品のデザイン変更の影響を、数時間かけてシミュレーション（製造業）

価格変動の膨大な履歴を入力して、数時間かけてリスク分析計算（金融業）

帳票の作成・印刷

定時起動による定型処理（日次/月次/期末の処理など）

金融機関における振り込み処理

クレジット会社の請求書作成業務
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“データが纏まっている”ことから、バッチ処理ならではの長所と考慮点がある

バッチ処理の長所

再実行が容易
入力データが消失しないので、再実行が可能である

処理効率を改善できるポイントが多い
コミット件数を調整することで、コミット処理のオーバーヘッドを削減できる

オンライン処理は都度コミットだが、バッチ処理は調整ができる

データを処理しやすい順序にソートしてから処理できる

データを分類･分割し、並行処理できる

考慮点

再実行が容易な単位で、分割処理（または、コミット）する

再実行が容易になるように、処理ステップを分割する

バッチ処理ウィンドウに収まるように、分割して並列実行する

バッチ処理の特性

バッチ処理とは、データを纏めて処理することです。

データを纏めることによる長所と考慮点を確認しておきましょう。
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バッチ処理の現状と課題

バッチ・ウィンドウの短縮・解消

障害復旧時間の短縮

共有化・共通化によるコスト削減

開発生産性の向上

• データ処理量が年々増加する

• 障害発生時のリランに時間が

かかる

• オンラインとバッチで異なる言

語・インフラを使用し、開発者・
運用者が異なる

【現状】 【課題】

これらを解決するために、WebSphereでは
Javaバッチ機能を提供

バッチ処理の重要性とあわせて、バッチ処理が抱える課題もあります。

・バッチウィンドウの短縮・課題

バッチのデータ量増大に伴いバッチ処理時間も増大する一方、インターネット化/グローバル化でオ
ンライン停止時間帯の確保が困難となっています

・障害復旧時間の短縮

バッチ処理量が増大すれば障害時の復旧時間も長時間化してしまいます。しかし、バッチ処理が遅
延するとオンライン業務へ影響してしまうため、短時間で復旧する必要があります

・共有化・共通化によるコスト削減、開発生産性の向上

既存資産に対応可能な技術者の減少によるスキル共通化や、オンラインとバッチ環境の資源共有に
よるコスト削減が求められています

これらの課題を解決するために、WASはJavaバッチ機能を提供しています
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WebSphere Javaバッチ機能の狙い

断続的にバッチ処理を実
行することで、情報の有用

性や質が向上する

オンラインとバッチを統合
することで、コストを削減

する

バッチ・ウィンドウの伸縮を
制御することで、リソース
使用状況やビジネス判断

に柔軟に対応できる

8 am 8 pm 8 am

Online Batch

8 am 8 am

Batch

Batch
Batch

Batch Batch

Current Batch Processing Technique

Modern Batch Processing Technique

オンラインとバッチをバランスよく並行稼動させる

そのコンセプトはオンライン処理とバッチ処理をバランスよく並行稼動させることです。

従来のようにオンライン処理時間帯とバッチ処理時間帯を分けるのではなく、24時間365日オンライン
のサービスを提供しつつ、バッチ処理を柔軟に行うことを目指しています。

これをモダンバッチという言い方をすることがあります。
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WebSphere Javaバッチ機能のメリット

Javaに統一されたバッチ実行環境

• オンライン⇔バッチ間で実行環境を共用

• 統一されたBatch アーキテクチャー

• オンラインのロジックを再利用

• マルチ・プラットフォーム

• WAS/Java EEの開発・運用スキル活用

資源の有効利用＆処理時間短縮

• スケジューラー機能による効率的実行

• ジョブの分割・並列実行機能

• WVEと連携した動的なリソース管理

耐障害性／早期復旧

• クラスター構成による高可用性

• チェックポイント＆リスタート機能

• 詳細なジョブ・ログ機能

開発生産性を向上

• 開発コード量を抑制するフレームワーク

• バッチ・ジョブの統合開発環境

• 単体テスト・ツールの提供

WASのJavaバッチ機能 または WebSphere XD Compute Grid で実現

WebSphereのバッチ機能を使用することで以下のようなメリットが期待できます。

・実績あるJavaEE基盤であるWASの機能をバッチ処理に活用できます。

・Java EEオンラインのロジックをバッチでも利用できるため、ロジックを共通化して重複開発を削減す
ることができます。

・オンラインとバッチ間でサーバー資源を共有できます。

・WASやJava EEの開発・運用スキルをバッチへの適用することができます。

WebSphereのJavaバッチはWASと、WASの上位製品であるWCG（WebSphere XD Compute Grid）で
実現できます。
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WebSphere が提供するバッチ関連機能

WebSphere Application Server V7 or V8

WebSphere Extended Deployment Compute Grid V8

トランザクション・バッチ 数値計算型バッチ ネイティブ・プログラム

バッチ・コンテナ ジョブ・スケジューラー 高度なジョブ制御

WebSphere Application Server V8

トランザクション・バッチ 数値計算型バッチ

バッチ・コンテナ ジョブ・スケジューラー

WebSphere Application Server V7

Feature Pack for Modern Batch

トランザクション・バッチ 数値計算型バッチ

バッチ・コンテナ ジョブ・スケジューラー

【実行環境】 【開発環境】

Rational Application 
Developer V8

Compute Grid ツール

XJCLエディター

ジョブランチャー

バッチ・プロジェクト

ジョブ作成ウィザード

WAS V7

WAS V8

WCG

WASのJavaバッチ機能はWAS V7で無料のフィーチャー（FeaturePack for Modern Batch）として提供
され、WAS V8ではその機能が標準搭載されました。

WCGはWAS V7またはV8に追加インストールして、さらに高度なバッチ機能を提供します。

開発環境としてはRAD V8.0.1から、Compute Gridツールを使用して、より効率的にJavaバッチ・アプリ
ケーションを開発できる環境が提供されています。
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2. バッチ機能概要



05. WAS V8.0 Javaバッチ

WAS V8.0 によるWebシステム基盤設計ワークショップ 12

12
© 2012 ＩBM Corporation 

ジョブ

ジョブ･ステップ 3

ジョブ･ステップ 2

ジョブ･ステップ 1

OutputProcessingInput

変換
入力

データ
変換済み

データ

変換済み
データ

ソート済
みデータソート

ロード
DB

ソート済
みデータ

入力
データ

DB

バッチ処理の構成要素と用語 （１）

ジョブ
ジョブ･スケジューラーに投入する処

理単位

複数のジョブ･ステップで構成するこ
とが可能

ジョブ・ステップ
ジョブを構成する、ひとつの処理手

続きの単位

通常、ひとつのプラグラムの実行に
相当

この章では、まずバッチ処理の用語を確認しましょう。

バッチ処理はひとつまたは複数のジョブから構成され、ジョブは複数のジョブ・ステップで構成されま
す。ジョブとジョブ・ステップの粒度は各プロジェクト毎に異なります。
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ジョブ

ジョブ

WAIT

ジョブ

スケジュー
ル

監視･制御
受

付

ジョブ・
スケジューラー

実行中のジョブ

実行待ちのジョブ

バッチ処理の構成要素と用語 （２）

ジョブ

WAIT

ジョブ

WAIT

ジョブ

ジョブ

ジョブ・スケジューラー（ジョブ管理システム）
ジョブの実行を管理し、ジョブをスケジューリングす

る機能を提供

ジョブは、ジョブ・スケジューラーによって実行されます。

ジョブ・スケジューラーは、ジョブを受付け、指定されたスケジュールに従ってそのジョブを実行します。
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WebSphere Javaバッチ機能が得意な処理パターン

単純更新タイプ

実行環境

ビジネス
ロジック

実行環境

ビジネス
ロジック

ロード / アンロード・タイプ トランザクション・タイプ

実行環境

ビジネス
ロジック

begin

commit

抽出・変換・ロード（ETL）タイプ

実行環境

ビジネス
ロジック

専用
ミドルウェア

ファイル・データ 送受信タイプ

帳票出力タイプ

専用
ミドルウェア

トランザクション・タイプの処理に向く

バッチ処理の種別を確認しましょう。一言でバッチ処理といっても、様々な処理形態があり、それぞれ
の処理に対する実装方法も向き不向きがあります。

たとえば、ファイルのデータをデータベースへロードしたり、データベースのデータをファイルへアン
ロードするような処理はデータベースのユーティリティーを使うのが現実的です。

WASのバッチ処理は、インプット・データから何らかのトランザクションを発生させて処理するようなトラ
ンザクション・タイプのバッチ処理が得意です。
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データを読み込んでは
処理を行い、書き込む
ことを繰り返し行う構造
のアプリケーション
例）日次処理、月次
処理など

CPUを長時間大量消
費して計算を行い、結
果を非同期に出力す
る構造のアプリケーショ
ン
例）科学技術計算・金
融シミュレーションなど

トランザクション・バッチ型

入力
データ

出力
データ

データ
読み込み

次行読み込み
(Batch Loop)

次行読み込み
(Batch Loop)

UOWコミット
（チェックポイント

取得）

データ
読み込み

UOWコミット
（チェックポイント

取得）

バッチ・
ロジック
（Step1）

バッチ・
ロジック
（Step2）

数値計算型（ＣＩ）
(Compute-Intensive)

データ
分割１

計算データ

非同期実行

非同期実行

非同期実行

サポートするバッチ・アプリケーションの種類

WAS がサポートするバッチ･アプリケーション・タイプは2種類になります。
①トランザクション・バッチ型
入力データを読み込んでは処理を行い、処理結果データをファイルもしくはDBへ書き込むというトラ
ンザクションを繰り返し行うタイプのアプリケーションです。日次処理、月次処理などに代表されるいわ
ゆるバッチ処理がこれにあたります。
②数値計算型（CI）(Compute-Intensive)
CPUを大量消費して長時間にわたる計算処理を行い、その結果を非同期に出力するタイプのアプリ
ケーションです。科学技術計算・金融シミュレーションなどのようなものに代表され、入力データを分
割して大量のサーバーで計算処理を実行させるいわゆるGrid的なアプリケーションがこれにあたりま
す。
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バッチ実行環境の構成

デプロイメント・
マネージャー

WASセル

ジョブ・
データベース

クラスター/単体サーバー

AppServer

バッチ・コンテナ
（エンドポイント）

バッチ・
アプリケーション

（EAR）

AppServer

バッチ・コンテナ
（エンドポイント）

バッチ・
アプリケーション

（EAR）

クラスター/単体サーバー

AppServer

ジョブ・
スケジューラー

ジョブ情報

ジョブの実行状況

xJCL
（ジョブ）

・GUI
・コマンド・ライン
・API（EJB/
Webサービス）

ジョブの管理・制御ジョブの投入 ジョブの実行

ジョブ・スケジューラーとバッ
チ・コンテナをひとつのサーバ
に同居させることも可能

バッチ・アプリケーションとオ
ンライン・アプリケーションの
同居も可能

クラスター構成はWAS ND版
のみ可能（Baseのシンプル・
クラスターでの構成は不可）

基本のコンポーネントは上記のようになります。リクエストの受付・ディスパッチングを行うジョブ･スケ
ジューラー、ジョブ実行エンジンであるバッチ・コンテナ（エンドポイント）はそれぞれ単体サーバーもし
くはクラスターに構成できます。典型的な構成はジョブ・スケジューラーが単体もしくは2台程度のクラ
スターで、グリッド・エンドポイントがクラスター構成となります。

ジョブはxJCLというファイルで定義し、ジョブ・スケジューラーではジョブ実行制御機能を提供していま
す。管理インターフェースからxJCLファイルと共にジョブを受付け、バッチ・コンテナに対してジョブを
割り振ります。受け付けたジョブの情報や状態はジョブ・データベースに保存します。

WAS管理コンソールからジョブ・スケジューラーをホストさせるクラスター/単体サーバーを指定するこ
とで、該当するサーバーがジョブ・スケジューラーとして稼動します。

バッチ・コンテナではバッチ・アプリケーションの実行環境を提供します。トランザクション・バッチ型と
数値計算型のアプリケーション稼動が可能ですが、通常のJavaEEアプリケーションも同一サーバー上
で稼動させることができます。

バッチ・コンテナで稼動するバッチ・アプリケーションはチェックポイント情報（ジョブの実行状況）をジョ
ブ・データベースに保存します。
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ジョブの記述

ジョブの定義/実行手順（JCL=Job Control Language）をXML
で記述（ｘJCL）

順次処理をステップごとに記述

入出力（バッチ・データ・ストリーム）とロジックのコンポーネントを指定

実行条件や後処理などの記述も可能

RADのxJCLエディターで作成可能

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<job name="BatchTest" 

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
<job-step name="Step1">

<jndi-name>ejb/BTStep1EJB</jndi-name>
<checkpoint-algorithm-ref name="recordbased" />
<batch-data-streams>

<bds>
<logical-name>step1bds-in</logical-name>
<impl-class>sample.BDS_IN</impl-class>
<props>

<prop name="INPUT_FILENAME" value=“1000000.txt" />
</props>

</bds>
<batch-data-streams>

</job-step>
<job-step name=“Step2”>

・・・
</job-step>
</job>

バッチ・ジョブ・ステップ
（ロジック）

バッチ・データ・ストリーム
（入出力）

■サンプル

ホストをご存知の方であればなじみがあると思いますが、ホストでは実行ジョブの定義と実行手順を記
述したものにJob Control Language （JCL）があります。
WAS では、ジョブの定義と実行手順はxJCLとよばれる XMLベースのJCLで記述します。

xJCLへは、ジョブの名前、JNDI名と実装クラス名、ジョブの実行順序、そのほかジョブの実行制御に
関わるパラメーターとプロパティーを記述します。
以下のように、ジョブのサブミット、ジョブの実行環境へのディスパッチ、ジョブの実行は、すべてxJCL
に書かれている定義に従って実施されることになります。
①クライアントは、ジョブ・スケジューラーに対してxJCLをもってジョブを実行依頼します。
②ジョブ・スケジューラーは、サブミットされたxJCLの定義に従い、該当のジョブを処理可能なバッチ・
コンテナーを選択し、ディスパッチします。
③バッチ・コンテナーは、xJCLの定義に従い、サブミットされたジョブに該当するアプリケーションを実
行します。

バッチ･アプリケーションの種類によりサポートされるxJCLのエレメント、すなわちXMLのSchemaは異な
ります。
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開発環境とアプリケーションのパッケージング

ジョブをバッチ・コンテナにディスパッ
チする機能（ランタイムで提供される
ため開発不要）

・POJOのセットを開発
・EARでデプロイ

バッチ・ジョブ・ステップ

バッチ・データ・ストリーム：
入出力を簡易化するための
フレームワーク

WASのバッチ実行環境を使用するためには、バッチ・アプリケーションを開発する必要があります。

バッチ・アプリケーションは、EAR形式でのパッケージングとなり、一つのEARが一つのジョブに相当し
ます。一つのジョブは単数または複数のジョブ・ステップから構成されますが、一つのジョブ・ステップ
が一つのバッチ・ジョブ・ステップ・クラスに相当します。

EARに含まれる主な要素は以下になります。

•バッチ・ジョブ・ステップ：実際のバッチのビジネス・ロジックをPOJOで実装するクラスです。ジョブ・ス
テップごとに生成します。

•BDS（バッチ・データ・ストリーム）：バッチ・ジョブ・ステップとファイルやDBといった入出力データとの
間を仲介するコンポーネントです。BDSはフレームワーク化されており、入出力を簡単に制御すること
ができます。

•バッチ・コントローラーBean：バッチ・ジョブ・ステップのコントローラーで、一つのEARに一つ定義され
ます。実態はWAS実行環境が提供するため開発の必要はありません。

バッチ・アプリケーションには多くのコンポーネントが含まれますが、基本的な機能を使用する上で開
発者がコーディングを必要とするのはバッチ・ジョブ・ステップのみで、多くのコードはxJCLファイルを
元に開発ツールによって自動生成することができます。
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3. バッチ機能の特徴
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障害復旧時間を短縮するための機能

チェックポイント・リスタート機能

指定された間隔（秒・件数）で処理済みレコード数をチェックポイントとしてDBに保管

トランザクション開始後、チェックポイント取得時に処理済レコード（UOW）をコミット

間隔の指定はxJCLに記載

業務DB

553.00001010

811.00001009

983.0005001008

1010.00001006

437.00001004

504.0003001003

563.0001002

62.0001001

133.00001000

BALANCEOVERDRA
FTUSED

OVERDRAFT
PROTECTION

ACCO
UNTID

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

UOW

更新

更新

更新

チェックポイント

①初回実行時

ロールバック
障害発生

WAS V8 WCG

更新

ジョブDB

②リスタート時

チェックポイント/リスタート機能について解説します。チェックポイント機能とは、バッチが障害などの
理由で途中停止した場合に備えて指定タイミングで定期的にコミットを取り、その進捗を記録すること
で、回復時に再実行可能な状態にしておく機能です。リスタート機能はチェックポイントの情報を読み
取り、再実行された際に最後にコミットしたレコードの次の行からの処理を行う機能です。

WASでは製品機能として提供されています。チェックポイントのコミット･タイミングの指定は、xJCL内
部のcheckpoint-algorithmで指定します。指定可能なアルゴリズムは“recordbased”（処理行数）の他
に、“timebased”（処理秒数）指定が可能です。ジョブ・ステップの単位で異なるチェックポイント･アル
ゴリズムを指定することも出来ます。しかし、チェックポイント指定の単位、すなわち最大UOWの単位
はジョブではなくステップですので、三つのステップを内在するジョブでは最小でも三つのUOWに分
かれることに注意してください。上記の例は、チェックポイントをrecordbasedで5行単位と指定し、障害
が起きた場合の挙動を示しています。
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WCG

ジョブの制御

WAS V8

*「ジョブの表示」メニューより

WASで提供されている呼び出し用インターフェースでは、ジョブ実行以外にもジョブ・ステータスの確
認などを行う管理インターフェースとなり、ジョブの制御ができます。

GUIツールとして、Job 管理コンソール（JMC）があり、コマンドライン･ツールとして、lrcmd があります。
また、リモートからのEJBコールとWebサービス・コールが可能なAPIも提供されています。

実行中（完了）のジョブの状態を表示し、「キャンセル/除去/再始動/再開/停止/中断」のアクションを
施すことができます。

WCGでは、さらにジョブをスケジューリングすることも可能です。
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スケジューラーとの連携

外部
スケジューラー WSGrid

In Queue

Out Queue

ジョブ・
スケジューラー

xJCL

msg

バッチ・コンテナ

Job

Job

Ircmd（WAS V8）

ジョブの実行依頼をしてもジョブ完了まで待機しない
スケジューラーとの連携には工夫が必要

コマンド実行毎にJVMが起動

WSGrid（WCG）

ジョブ実行からジョブ完了まで待機する

スケジューラーからの直接起動、OSシェルからの起動、zOSのJCLからの起動、
などが可能

バッチ・コンテナ
Ircmd

WAS V8 WCG

WASのジョブ・スケジューラーは主にジョブ・ディスパッチャーが主な役割であり、通常のスケジュー
ラーが持つ「様々な起動条件での稼動」や「稼動状況のモニタリング、異常時の通知」機能はありませ
ん。そこで、外部スケジューラー機能とどう連携するかを検討する必要があります。

WASではlrcmdというジョブの実行および管理を行うコマンド・ライン・ツールが提供されており、ジョブ
管理に関わる一通りの操作が可能です。

IrcmdとTWSの連携例については参考資料をご参照ください。
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ジョブの分割と並列実行

Parallel Job Manager (PJM) の狙い：
大規模な処理を小さい処理に分割して並列に処理、ジョブ実行リソースを有効活用して
全体処理時間を短縮

Parallel Job Manager (PJM) の機能
トップジョブの指示に従ってサブジョブを生成（xJCL）し、ジョブ・スケジューラーにサブミッ
ト

サブジョブの初期化・完了処理、状況のモニター

戻り値＆ログの集約

障害発生時の各サブジョブのリスタート処理

Parallel
Job 

Manager

クラスター

サブ
ジョブ

サブ
ジョブ

バッチ・コンテナ

サブ
ジョブ

バッチ・コンテナ

トップジョブ
をサブミット

サブジョブ
トップジョブ

（xJCL）

サブジョブの生成
＆サブミット

バッチ・コンテナ

ジョブ・
スケジューラー

WCG

WCGでは、処理をサブジョブに分割して並列実行できる機能が提供されています。

パラレル・ジョブ・マネージャーはジョブをサブ・ジョブに分割し、各バッチ・コンテナへディスパッチし、
その結果を集約します。

サブ・ジョブは処理内容は同じで、扱う処理データが異なります。
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（参考）ジョブの並列実行の際のデータベースの考慮点

PJMによるジョブの並列実行には、データ分割を考慮する

24

Good Bad

パラレル・ジョブ・マネージャーの並列実行を考える場合は、サブ・ジョブが扱うデータも分割できるこ
とを考慮する必要があります。
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まとめ

WebSphere V8.0 では標準でバッチ機能が提供されています

WebSphere V8.0 が提供するバッチ機能には
ジョブの実行、中断、キャンセルなどのジョブ制御機能

障害復旧時間を短くするためのチェックポイント・リスタート機能

ジョブ・アプリケーションの開発を簡素化するためのフレームワーク

などが提供されています

バッチ機能を利用することで、オンライン環境との資源共有
や開発生産性の向上が期待できます

WASではJavaバッチ実行環境のコアとなる部分を提供しています。

ユーザーはバッチ・プログラミング・モデルに基づいてPOJOでの開発が可能です。

さらに高度なバッチ機能を利用する場合はWCGの利用についてもご検討いただければと思います。
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ジョブ・スケジューラーの構成

ジョブ・スケジューラーの構成先

ジョブ・データベースの構成先

ジョブ管理用ユーザーの構成

ジョブ・スケジューラーは管理コンソールから設定します。

ジョブスケジューラーの構成先となるクラスター/単体サーバーの設定や、ジョブ・データベースのあて
先となるJNDI名を指定します。

また、ジョブ・スケジューラーを稼動させるサーバーのアプリケーション・セキュリティーをOnにすれば、
ジョブ管理用ロールを設定することができます。
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ジョブ管理コンソール（JMC）

ジョブ実行および管理をブラウザ・ベースで実施

xJCLファイルを指定したジョブのサブミット

実行ジョブの状態表示
実行ジョブに対するアクション(キャンセル、除去、再始動、再開、停止、中断)

ジョブログの表示

http://localhost:9080/jmc/console.jsphttp://<ジョブ・スケジューラーのホスト>:<ポート番号>/jmc

ジョブ管理コンソールでは、ジョブの実行及び管理をブラウザ・ベースで実施することができます。
WASの管理コンソールとは別に提供されており、以下のURLにアクセスします。ジョブ管理コンソール
は、ジョブ・スケジューラー上で稼動するアプリケーションなので、ホスト名/ポート番号にはジョブ・ス
ケジューラーの値を指定します。

http://<host_name>:<port#>/jmc/console.jsp

ジョブ管理コンソールではあらかじめ用意したxJCLファイルと共にジョブのサブミットを実行することが
できます。xJCLファイルに変数が使用されている場合は、値入力も行います。

グリッド・エンドポイントで実行中（完了）のジョブの状態を表示し、「キャンセル/除去/再始動/再開/
停止/中断」のアクションを施すことができます。
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lrcmdコマンド

基本のコマンド・ライン・ツール
ジョブに対する全ての操作が可能
JavaEEクライアント・アプリケーションとして実装されている

ジョブの実行依頼をしてもジョブの終了まで待たない
TWS(TivoliWorkloadScheduler)など外部スケジューラー連携の場合には、工夫が必要（後述）

コマンド実行毎にJVMが起動
ステータス確認などのため、繰返し実行するにはオーバーヘッドが大きい

C:¥WebSphere¥AppServer¥bin>lrcmd.bat -port=9080 -cmd=submit -xJCL=..¥longRunning¥postingSampleXJCL.xml -
userid=wasadmin -password=passw0rd

CWLRB4940I: com.ibm.ws.batch.wsbatch : -port=9080 -cmd=submit -xJCL=..¥longRunning¥postingSampleXJCL.xml -
userid=wasadmin -password=********

CWLRB4960I: Thu Oct 25 13:52:12 JST 2007 : com.ibm.ws.batch.wsbatch : ジョブ [PostingsSampleEar:10] がサブミットされます

C:¥WebSphereXD¥AppServer¥bin>lrcmd.bat -port=9080 -cmd=status -jobid=PostingsSampleEar:10 -userid=wasadmin -
password=passw0rd

CWLRB4940I: com.ibm.ws.batch.wsbatch : -port=9080 -cmd=status -jobid=PostingsSampleEar:10 -userid=wasadmin -
password=********

CWLRB5160I: Thu Oct 25 13:53:48 JST 2007 : ジョブ [PostingsSampleEar:10] の実行は終了しました。

ジョブの実行依頼

ジョブのステータス確認

lrcmdはジョブの実行および管理を行うコマンド・ライン・ツールです。ジョブ管理に関わる一通りの操
作が可能です。

lrcmdコマンドはジョブのサブミットを行っても、当該ジョブのサブミット処理が終了するとジョブIDを返
して直ぐに抜けてしまい、ジョブの成否を待ちません。したがって、ジョブの成否は改めてlrcmdからス
テータス確認のコマンドを実行するか、ジョブ管理コンソールから確認する必要があります。

lrcmdはJavaEEクライアント・アプリケーションとして実装されており、コマンドの実行毎にJVMが起動/
停止します。lrcmdのステータス確認コマンドをポーリングなどの用途に使用するには実行するには
オーバーヘッドが大きくなり、注意が必要です。コマンドの実行毎にJVMが起動しますので、外部スケ
ジューラーにより同時に複数のlrcmdコマンドがキックされた際にも、複数のJVMが同時に起動し、マ
シン・リソースを浪費してしまうことがありますので注意が必要です（連携シェル内で一度に起動できる
lrcmdコマンドの数を制限するなどが現実的な対応です）。
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①ジョブの実行依頼
レポジトリーに登録したジョブ名と置換える変数の値を引数
に指定し、lrcmdコマンドよりジョブ実行依頼
lrcmdのリターンとして、JOBIDを受取る

②ジョブのステータス確認
定期的に（１分間隔など）、SQLでジョブ・データベースの

ジョブ・ステータスを直接監視
※lrcmdコマンドでもステータスは確認できるが、コマンド実行
毎にJVMが起動し負荷が高いため注意が必要

③リターン・コードを戻す
TWSにジョブの成否を伝える
FP Batchのジョブ・ステータスをそのまま返すか、
シェル自体のリターン・コードを返す

グリッド・エ
ンドポイント

TWS連携：lrcmdでの実装例

TWS

JOB

JOB

シェル名や引数を渡して、ジョブを起動

ジョブ・スケ
ジューラー

lrcmd.sh –cmd=submit …

BatchApp:101

ジョブDB

select STATUS from LRSSCHEMA.JOBSTATUS 
where JOBID= ‘BatchApp:101’

連携スクリプトや引数、TWS変数を指定して実行

lrcmdでのTWS連携の実装例です。

変数が使えることでxJCLの生成処理は不要であり、xJCLは事前にレポジトリーに登録しておくことが
できます。

ジョブの実効依頼は、レポジトリーに登録したジョブ名と置換え変数値を引数に渡して行います。

lrcmdコマンドを使用してTWS連携を実装する場合、TWSとバッチジョブの連携のためのスクリプトに
必要な機能は以下のようになります。

（オプション）実行用xJCLの生成：xJCL内で変数が使用可能なので基本的には実行時にxJCLを生
成するといった作業は不要です。変数を利用することができず、実行時に毎回xJCLを生成する必要
がある場合のみの処理です。

①ジョブの実行依頼：ジョブ・スケジューラーに対して、ジョブの実行依頼を行います。

②ジョブのステータス監視、終了検知：TWSにバッチ・ジョブの実行結果を戻すために、ジョブのス
テータスを確認する必要があります。lrcmdコマンドはジョブの終了を待機しないため、連携スクリプト
の中で独自にポーリングの実装を盛り込む必要があります。

③ジョブの成否をリターン・コードでTWSへ返す：最終的なジョブの実行結果をTWSにリターン・コード
として返す必要があります。
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Javaバッチの実行環境および開発環境

実行環境
WAS V8.0

WAS V7.0.0.13～にBatch FePを適用

開発環境
RAD V8.0.1～

Compute Grid Toolsを使用可能

RAD 8.0.1
ComputeGrid Tools

WAS 8.0
WAS 7.0 + Batch FeP

EAR

xJCL

EAR形式でWAS環境にデプロイ

ジョブ実行時にxJCLを使用

V8.0.1
New

Javaバッチの実行環境および開発環境について説明します。

実行環境はWAS V8またはWAS V7.0.0.13以上にバッチ・フィーチャー・パックを適用します。WAS 
V7の場合はフィーチャー・パックの導入後、Javaバッチ機能が利用可能な専用のプロファイルを作成
する必要があります。

開発環境はRAD V8.0.1からはバッチ開発用として新たにCompute Grid Toolsが提供されるようになり
ました。

RAD V8.0.1で開発したバッチ・アプリケーションはEAR形式でエクスポートし、WAS環境にデプロイす
るという流れになります。xJCLファイルは実行時に使用しますが、RAD V8.0.1で開発しエクスポートし
ておきます。
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Compute Grid Toolsで簡単開発

バッチ・プロジェクトの生成

バッチ・ジョブの生成

xJCLエディター

バッチPOJO開発機能

コード・アシスト

ジョブ実行機能

xJCLファイルから直接ジョブ実行

Job Launcher

xJCLエディター

• 開発対象は大きく2つ
• ビジネス・ロジック ⇒POJO
• ジョブ定義 ⇒xJCL

• これらの生成を強力に支援！

Compute Grid Toolsで提供されているバッチ・アプリケーション開発機能は以下になります。

•バッチ・プロジェクトの生成/バッチ・ジョブの生成：JavaEEアプリケーションでWebプロジェクト生成の
ウィザードが提供されているように、「バッチ・プロジェクト」および「バッチ・ジョブ」を生成するための
ウィザードが提供されています。

•xJCLエディター：XMLベースのバッチ情報を含んだxJCLファイルを設定ベースで生成するエディ
ターが提供されています。

•バッチ実行部分のPOJO開発を行う際のコード・アシスト機能を提供しています。

•ジョブ実行機能：ワークスペースでxJCLファイルから直接ジョブ実行を行うJob Launcherが提供され
ています。
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バッチ・プログラミング・モデルの主な要素

バッチ・データ･ストリーム（BDS)
レコードの出入力を行う
com.ibm.websphere.batch.BatchDataStream を実装するPOJO

バッチ・ジョブ・ステップ
レコードをどのように処理するか、実際のビジネス・ロジックを実装する
com.ibm.websphere.batch.BatchJobStepInterface を実装するPOJO

バッチ・コントローラーBean
バッチ・ジョブ・ステップのコントローラーとして働くStateless Session Bean
実装は製品が提供： com.ibm.ws.batch.BatchJobControllerBean

チェックポイント・アルゴリズム
バッチ・ジョブ・ステップのチェックポイント・タイミングを制御するJavaクラス

結果アルゴリズム
各バッチ・ステップのリターン・コードより、ジョブ全体のリターン・コードを制御するため
のJavaクラス

ユーザーがコードする部分

BDS

xJCLに定義

Job Step

WASのJavaバッチ機能では、チェック・ポイント＆リスタート機能やxJCLパラメーターの取得などのた
めに、バッチ・コンテナとのインターフェースが定義されています。バッチ・プログラミング・モデルでは、
このインターフェースを使うことで、開発者はバッチ基盤機能との連携を図りながら、さまざまなケース
に対応できます。また、処理や入出力には多くの場合に適合する一定のパターンがあります。WASで
は、このような典型的なパターンに適合する場合に、インターフェースの実装を省き、開発を省力化
するためのフレームワークを提供しています。

バッチ・プログラミング・モデルで、ユーザーがコードを書かなくてはいけない部分は、ビジネス・ロジッ
クの部分（ジョブ・ステップ）と、データ入出力（BDS）に関連する部分になります。それぞれフレーム
ワークが提供するインターフェースを実装してコードを記述します。

その他、チェックポイントを取得するアルゴリズムであったり、リターン・コードを制御する部分はウィ
ザードで設定可能です。

チェックポイント取得は特に、件数ベース、時間ベースのどちらかの方式を選択することになります。
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WebSphere XD Compute Grid（WCG）のご紹介

WebSphere Application Serverの上位エディションとして、
Javaバッチ実行環境、管理基盤を提供する製品

多様なアプリケーションの混在をサポート
オンライン処理実行環境とバッチ実行環境の間でサーバー資源を
共有

サーバー資源の統合管理＆仮想化を実現

WebSphere XD
Compute Grid 環境

ネイティブ・プログラム実行機能

高度なジョブ制御機能

リソースの仮想化

WebSphere XD ComputeGridについて説明します。

WASのJavaバッチ機能はWCGのサブセットにあたります。

WCGはWASの上位エディションの位置づけにあり、Javaバッチ実行環境、管理基盤を提供する製品
です。

WASのJavaバッチ機能と同様にオンライン処理実行環境とバッチ実行環境の間でサーバー資源の共
有を実現します。

WCGではさらに、リソースの仮想化、高度なジョブ制御機能、ネイティブ・プログラム実行機能を提供
しています。
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WebSphere XD Compute Gridとの機能比較

WCGではWASのJavaバッチ機能はすべて提供されている
バッチ処理を拡張する高機能を提供

コンテナー管理によるチェックポイント・リス
タート機能

障害検知・対応
機能

ジョブの優先度や並行処理数、ジョブ
実行時間の制御
簡易スケジュール機能（日時指定）

負荷状況に応じて動的にジョブを割り振

り
(WebSphere Virtual Enterpriseと連携)

リポジトリーDBに実行情報を格納

ジョブ実行環境に静的にジョブを割り振り

ジョブ制御機能

ネイティブ・プログラムの実行

ジョブの自動分割並行実行

ジョブの並行実行ジョブ実行機能

ジョブログの出力

ジョブ管理コンソールからの確認

ロギング機能

WSGrid 機能による
スケジューラー連携

ジョブ管理コンソール

EJB/Webサービス API

lrcmdコマンド

インターフェース

WXD CG（WASとの差分のみ記述）WAS V8

WCG

WCGではWASが提供するJavaバッチ機能はすべて提供されています。プログラミング・モデルなども
一緒です。

バッチ処理を更に拡張する高機能を提供していますが、その機能比較を表一覧に示します。

スケジューラーと連携する場合、WASのlrcmdコマンドは、考慮が必要である旨説明しましたが、WSGridと
いうツール、インターフェースを用いることで作りこみなしで連携することが可能です。

また、ネイティブ・プログラムの実行もサポートしています。これはたとえば帳票印刷の処理やファイル
送受信処理などComputeGridの外で動く処理を実行出来ると言う事です。

WVEと連携することで、サーバーの負荷状況に応じて、動的にジョブを割り振りしてくれるという強力
な機能もあります。

優先度の高いジョブを、負荷の少ないサーバーで優先的に処理する、その際にはオンラインとの割り
振り状況も加味するといったことが可能になります。

いわば、オンラインもバッチも、1つのサーバープールとして扱い、プールの中でのリソース配分は、リ
クエスト、ジョブの優先度に応じて自動的に最適化されるという、アプリケーションの仮想化を実現でき
ることになります。
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プログラミング・モデルの機能拡張
COBOLコンテナー

OSGiバッチ・アプリケーション

ジョブ・ステップ・コンテキスト

ジョブ・リスナー

レベル・スキップ処理

ステップ再実行処理

トランザクション・モード

BDSタイムアウト

ジョブ定義の機能拡張
マルチスレッド実行

異なるジョブ・ステップ混在のPJM実行

操作の拡張機能
グループ・ロールのセキュリティー

Memory過負荷保護

システム・プログラミング・インタフェース
ジョブ・ログ・フィルターなど

WCGWCG V8の新機能

その他にWCG V8では様々な新機能が提供されました。詳細はWCGのInfoCenterをご参照ください。
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